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12ha）では，1戸当たり 1,193万 IDR～14,013万 IDRのナツメグ所得を実現していた。こう
した先進事例のナツメグ栽培の実践例は，研究機関が推奨する最新の栽培方法の重要性を再
認識させるとともに，5ha以上のナツメグ栽培地を所有する農家であれば，ファクファク県
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ツメグ加工業者の収益性の分析結果によると，1kgのナツメグの実を菓子に加工する場合の
付加価値は 2 倍程度であるが，オイルに加工する場合の付加価値は 20 倍程度になっていた
（使用原料や採油率によっても異なる）。これはナツメグ菓子の販売価格(1kg当たり 2.5万
IDR 程度)やナツメグオイルの販売価格(1kg 当たり 80 万 IDR 程度)に大きく影響されるわけ











































ための国際的な品質基準を踏まえながら「Standar Nasional Indonesia (SNI)＝インドネシ
ア国家規格」と呼ばれるものを設定したり，地方政府も産業省の下で「Otoritas Kompeten 



























































































合わせることで，インドネシアの中間層を上回る年間所得 12,868 万 IDR と 13,298 万 IDR
を得ることに成功していた点も注目される。 
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たものである。主な成果は次のとおりである。(1)ナツメグオイル加工の収益性と付加価値
は他のナツメグ加工品のそれらよりも高く，これがナツメグオイル加工の拡大をもたらした
供給サイドの主要因となっていた。また，ナツメグオイルの価格及び需給動向はナツメグの
実の価格に大きな影響を及ぼしていた。(2)ナツメグオイルの加工・販売では有効成分と有
害成分にかかわる加工段階での品質管理が，ナツメグ香辛料の加工・販売ではカビ毒にかか
わる収穫・加工段階での品質管理の強化が不可欠である。(3)最新の植え付け・栽培方法に
近い方法を採用していた農家は地域平均を上回るナツメグ単収を実現していた。(4)行政や
組合を通じた支援は農家や加工業者の技術力向上にある程度有効であるが，行政は普及担当
職員数や販売指導の面で，組合は活動資金の確保の面等で限界が見られた。審査員一同は，
これらの研究成果が今後のナツメグ産業の振興とナツメグ研究の深化に貢献できる点を評
価し，博士（国際バイオビジネス学）の学位授与に値するものと判断した。 
